


その他役職

和
の
ご
精
神
を

世
界
へ

そ
し
て
未
来
へ

管
長 

瀧
藤
尊
淳

総
本
山
　四
天
王
寺
　

巻
頭
言
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第127回文化講座

1 月 29 日（月）午後２時〜
【講師】ペレラ雅子師

牛久大仏参拝

第128 回文化講座

3 月 11 日（月）
【場所】牛久大仏

あみプレミアム・アウトレット

能登半島地震
被災者支援のあり方～
トラウマ＆グリーフケア

について～

第129 回文化講座

4 月 19 日（金）午後２時〜
【講師】神  仁師

【場所】谷中天王寺
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の
記
念
法
要
が
厳
粛
に
勤
め
ら
れ
ま
し

た
が
、
日
本
か
ら
持
参
し
た
千
四
百
巻
の

お
写
経
が
祭
壇
中
央
に
供
え
ら
れ
る
光
景

に
、
何
と
も
言
い
よ
う
の
な
い
思
い
が
込

み
上
げ
て
く
る
の
を
感
じ
ま
し
た
。

法
要
後
、境
内
の
宝
篋
印
塔
に
お
い
て
、

念
法
眞
教
、
全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
の
順

で
お
勤
め
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
び
念
法
眞
教
か
ら
八
名
が
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
皆
様
の
思

い
が
こ
も
っ
た
大
切
な
お
写
経
を
無
事
に

印
度
山
日
本
寺
ま
で
運
び
、
丁
重
に
奉
納

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一
同
、
大
役

を
果
た
し
て
ホ
ッ
と
胸
を
撫
で
下
ろ
す
と

と
も
に
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え
て
い

た
だ
け
た
こ
と
に
対
し
、
関
係
者
の
皆
様

に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

四
十
年
前
、
ブ
ダ
ガ
ヤ
日
本
寺
の
境
内

に
、
全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
が
無
料
の
診

療
所
を
建
設
し
、「
光
明
施
療
院
」
と
名

私
た
ち
三
十
名
の
ツ
ア
ー
一
行
が

ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
に
足
を
踏
み
入
れ
た
の
は
、

十
二
月
五
日
夕
刻
の
こ
と
。
約
一
キ
ロ
の

道
の
り
を
歩
い
て
釈
尊
悟
り
の
地
に
到
着

し
た
時
、
辺
り
は
す
で
に
暗
く
な
り
始
め

て
い
ま
し
た
。
読
経
の
声
が
響
く
中
、
夕

闇
に
燦
然
と
輝
く
大
菩
提
寺
の
勇
壮
な

姿
。
仏
教
徒
に
と
っ
て
聖
地
で
あ
る
そ
の

場
所
に
身
を
置
い
て
い
る
と
、
魂
が
揺
さ

ぶ
ら
れ
る
、
そ
ん
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し

た
。翌

朝
、
再
び
大
菩
提
寺
を
訪
ね
、
菩
提

樹
の
下
に
全
ツ
ア
ー
百
五
十
名
の
参
加

者
が
集
い
、
日
本
人
の
仏
教
徒
に
よ
る
お

勤
め
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
袈
裟
で
は
な

く
私
服
で
の
参
加
者
が
多
い
集
団
の
勤

行
は
、
各
国
か
ら
の
巡
礼
者
の
目
に
は

異
様
に
映
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

私
た
ち
に
と
っ
て
は
と
て
も
意
義
あ
る
こ

と
で
し
た
。

印
度
山
日
本
寺
で
は
、
開
山
五
十
周
年

付
け
ま
し
た
。
そ
の
名
は
仏
教
の
慈
悲
の

心
で
慈
善
活
動
を
さ
れ
た
「
光
明
皇
后
」

様
に
由
来
す
る
も
の
で
す
。

菩
提
樹
学
園
の
園
児
や
そ
の
ご
家
族
の

診
療
を
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
無
料
で

あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
遠
方
か
ら
も
多

く
の
方
々
が
歩
い
て
来
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
一
日
に
三
百
人
も
の
患
者
の
列
が
で

き
た
よ
う
で
す
。

こ
の
様
に
長
い
間
、
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
き
た
光
明
施
療
院
で
し
た
が
、
近

年
の
イ
ン
ド
の
社
会
変
化
に
よ
り
、
創
立

当
初
か
ら
必
要
と
さ
れ
て
い
た
無
料
の
診

療
活
動
が
出
来
な
く
な
り
ま
し
た
。

今
で
は
園
の
子
供
達
の
怪
我
や
発
熱
な

２
０
２
３
年
12
月
６
日
、
７
日
、

イ
ン
ド
ビ
ハ
ー
ル
州
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
印
度
山
日
本
寺

に
お
い
て
総
勢
１
５
０
人
の
参
加
者
で

日
本
寺
開
山
50
周
年
、
成
道
会
、

菩
提
樹
学
園
45
周
年
、
光
明
施
療
院
40
周
年
、

仏
教
学
東
洋
学
研
究
所
図
書
館
落
成
、

記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
主
催
の
ツ
ア
ー
に
は

23
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

ど
へ
の
応
急
処
置
や
、
栄
養
・
保
健
面
の

ケ
ア
等
を
な
さ
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

創
立
四
十
周
年
記
念
式
典
の
後
、
設
立

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
深
い
関
り
を
頂
い
た
全

日
本
仏
教
婦
人
連
盟
の
元
名
誉
会
長
で
善

光
寺
大
本
願
先
代
の
一
條
智
光
台
下
が
ご

揮
毫
下
さ
い
ま
し
た
「
光
明
施
療
院
」
の

立
派
な
看
板
を
掲
げ
た
建
物
を
目
に
し
た

と
き
は
、
我
々
の
諸
先
輩
方
の
社
会
福

祉
へ
の
崇
高
な
思
い
、
実
行
力
に
只
々
感

謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
ご
ざ
い
ま
し

た
。今

後
も
こ
の
尊
い
事
業
を
末
永
く
継

続
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
心
に
深
く

刻
み
ま
し
た
。
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回
の
イ
ン
ド
日
本
寺
、
菩
提
樹

学
園
な
ら
び
に
光
明
施
療
院
の

記
念
式
典
に
際
し
、
微
笑
み
の
国
タ
イ

の
バ
ン
コ
ク
も
合
わ
せ
て
訪
問
い
た
し

ま
し
た
。

バ
ン
コ
ク
は
川
を
交
通
や
交
易
の
中
心

と
し
て
栄
え
た
タ
イ
の
都
市
ら
し
く
、
重

要
な
ス
ポ
ッ
ト
は
川
沿
い
に
た
て
ら
れ
水

辺
も
街
並
み
も
特
有
で
立
派
で
煌
び
や
か

な
寺
院
が
点
在
し
て
お
り
ま
す
。
世
界
遺

産
ア
ユ
タ
ヤ
仏
教
遺
跡
を
見
学
し
南
国
特

有
の
仏
教
文
化
を
体
感
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

そ
し
て
別
の
目
的
で
あ
る
、
世
界
仏
教

徒
会
議
本
部
の
パ
ロ
ッ
プ
会
長
を
表
敬

訪
問
い
た
し
ま
し
た
。
会
長
は
じ
め
本

部
の
方
々
に
大
歓
迎
を
う
け
タ
イ
の
お

茶
と
お
菓
子
を
頂
戴
い
た
し
、
会
合
を
持

ち
、
仏
教
を
通
じ
和
合
す
る
共

通
理
念
を
共
有
し
世
界
平
和
に

協
力
し
あ
う
こ
と
を
確
認
い
た

し
ま
し
た
。
旅
立
つ
前
は
気
候
、

食
事
や
治
安
等
不
安
で
し
た
が

大
過
な
く
、
と
て
も
有
意
義
で

楽
し
い
イ
ン
ド
、
タ
イ
の
旅
行

で
し
た
。

令
和
５
年
12
月
に
イ
ン
ド
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ

で
行
な
わ
れ
た
印
度
山
日
本
寺
開
山
五
十

周
年
記
念
式
典
法
要
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
諸
事
情
に
よ
り
関
西
空
港

か
ら
往
復
と
も
に
私
１
人
と
い
う
旅
路
で

些
か
不
安
で
し
た
が
、
イ
ン
ド
に
到
着
し

て
か
ら
は
皆
さ
ま
に
大
変
良
く
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
食
事
中
も
話
が
弾
み
と
て

も
楽
し
い
旅
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
び
成
道
会
法
要
が
厳
修
さ
れ
ま

し
た
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
の
マ
ハ
ー
ボ
デ
ィ
寺
院

（
大
菩
提
寺
）
は
、
お
釈
迦
様
が
こ
の
地

の
菩
提
樹
の
も
と
で
悟
り
を
得
ら
れ
た
と

伝
わ
る
こ
と
か
ら
、
仏
教
に
と
っ
て
は
勿

論
、
人
類
の
歴
史
上
最
も
重
要
な
聖
地
の

ひ
と
つ
で
あ
り
、
世
界
文
化
遺
産
に
登
録

さ
れ
て
い
ま
す
。

マ
ハ
ー
ボ
デ
ィ
寺
院
の
境
内
に
入
る

に
は
先
ず
ス
マ
ホ
や
カ
メ
ラ
類
を
預
け

ゲ
ー
ト
を
通
り
、
靴
を
脱
ぎ
素
足
に
な
り

進
ん
で
行
き
ま
す
。
境
内
は
真
っ
直
ぐ
歩

く
こ
と
さ
え
ま
ま
な
ら
な
い
程
多
く
の

人
々
で
あ
ふ
れ
か
え
り
、
参
道
や
庭
園
問

わ
ず
至
る
所
で
菩
提
樹
の
あ
る
中
心
に
向

い
、
各
国
の
仏
教
徒
た
ち
が
様
々
な
言
語

で
経
を
読
み
、
投
地
礼
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。敬
虔
な
祈
り
を
捧
げ
る
人
々
の
姿
に
、

訪
れ
た
者
は
誰
し
も
聖
地
で
あ
る
こ
と
を

感
じ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
の
町
に
は
「
印
度
山
日
本

寺
」
と
い
う
寺
院
が
あ
り
、
日
本
仏
教
界

宗
派
を
超
え
て
護
持
さ
れ
て
い
ま
す
。
境

内
に
は
仏
教
学
書
を
は
じ
め
と
し
た
「
図

書
館
」
や
医
療
施
設
で
あ
る
「
光
明
施
療

院
」
が
併
設
さ
れ
、
ま
た
幼
児
保
育
施
設

で
あ
る
「
菩
提
樹
学
園
」
も
運
営
さ
れ
て

い
ま
す
。
法
要
当
日
は
菩
提
樹
学
園
の
お

遊
戯
会
の
日
で
も
あ
り
、
目
を
キ
ラ
キ
ラ

さ
せ
た
子
ど
も
た
ち
が
一
生
懸
命
に
可
愛

ら
し
い
ダ
ン
ス
や
演
劇
な
ど
、
日
々
の
練

習
成
果
を
披
露
し
親
御
さ
ん
や
我
々
を
笑

顔
に
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ご
存
じ
の
通
り
イ
ン
ド
は
古
代
か
ら
の

カ
ー
ス
ト
制
度
が
、
今
も
社
会
に
根
深

く
残
っ
て
い
ま
す
。
言
わ
ば
生
ま
れ
な
が

ら
に
し
て
決
定
さ
れ
た
乗
り
換
え
る
こ
と

の
で
き
な
い
固
有
の
身
分
制
度
で
す
。
マ

ハ
ー
ボ
デ
ィ
寺
院
近
辺
で
は
、
赤
子
を

抱
っ
こ
し
た
汚
れ
た
顔
の
小
さ
な
女
の

子
、
ボ
ロ
ボ
ロ
の
服
に
裸
足
で
つ
い
て
く

る
少
年
、道
路
の
端
で
臥
せ
る
老
人
な
ど
、

手
を
差
し
出
し
て
物
乞
い
を
す
る
老
若
男

女
の
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。
幼

児
保
育
施
設
「
菩
提
樹
学
園
」
に
通
う
子

ど
も
た
ち
は
毎
日
食
事
を
す
る
こ
と
も
難

し
い
貧
困
層
で
あ
り
、
日
本
か
ら
の
寄
付

に
よ
り
無
償
で
保
育
・
教
育
・
給
食
を
提

供
し
て
い
る
の
だ
そ
う
で
す
。

イ
ン
ド
の
現
在
の
法
律
で
は
カ
ー
ス

ト
制
度
を
理
由
に
し
た
差
別
を
禁
じ
て

い
ま
す
が
、
古
代
か
ら
深
く
根
付
い
た

制
度
を
社
会
の
仕
組
み
か
ら
無
く
す
こ

と
が
で
き
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

現
在
イ
ン
ド
の
人
口
の
約
80
％
が
ヒ
ン

ド
ゥ
ー
教
で
あ
り
、
次
い
で
イ
ス
ラ
ム
教

が
14
％
程
度
、
仏
教
は
少
数
で
僅
か
0.7
％

だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
お
釈
迦
様
は
生

き
と
し
生
け
る
も
の
す
べ
て
の
命
は
平
等

で
あ
る
と
説
き
カ
ー
ス
ト
制
度
を
否
定
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
仏
教
の
根
本
で
あ
る
平

等
思
想
に
、
実
は
イ
ン
ド
に
は
数
字
に
表

れ
な
い
仏
教
徒
が
か
な
り
い
る
の
だ
と
お

聞
き
し
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
多
く
の

方
々
が
マ
ハ
ー
ボ
デ
ィ
寺
院
に
祈
り
続
け

て
い
た
の
で
す
。

日
本
仏
教
界
が
行
な
っ
て
い
る
菩
提
樹

学
園
や
光
明
施
療
院
、
図
書
館
と
い
っ
た

支
援
は
、
広
い
イ
ン
ド
の
ほ
ん
の
一
部
の

小
さ
な
小
さ
な
事
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
子
ど
も
た
ち
が
様
々
な
学
び
や
経
験

を
通
じ
て
知
識
を
増
や
す
こ
と
に
よ
り
、

自
ら
考
え
行
動
す
る
き
っ
か
け
と
な
り

ま
す
。
こ
の
一
筋
の
光
は
更
に
国
内
外

に
広
が
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
多

く
の
方
々
が
望
み
、
お
釈
迦
様
の
目
指

し
た
平
等
思
想
。
印
度
山
日
本
寺
で
行
っ

て
い
る
支
援
は
、
遠
回
り
の
よ
う
で
す

が
イ
ン
ド
の
未
来
に
繋
が
る
唯
一
の
平

和
的
な
方
法
と
言
っ
て
過
言
で
は
な
い
と

感
じ
ま
し
た
。

こ
の
度
の
イ
ン
ド
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
の
旅
を

通
じ
て
、
文
化
や
社
会
を
実
際
に
目
で
見

て
触
れ
て
空
気
を
感
じ
る
貴
重
な
経
験
と

共
に
、
仏
教
の
本
来
の
あ
り
方
を
考
え
さ

せ
ら
れ
る
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
誠
に
有
り
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
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花の種運動

こんなにも役立っています！
皆様のあたたかいご支援が

私
の
将
来
の
夢

女
子

感
謝
の
気
持
ち

男
子
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指先を使うことで、脳を活性化させることができます

姿勢がよくなり、心と体が落ち着いてきます

自然の治癒力が向上します

集中力と忍耐力がついてきます

字が上手になります

イライラを解消し、疲労回復がはかれます

心が清浄になり、安心の境地が得られます

般若心経 舎利礼文 十句観音経
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第
１
３
０
回
文
化
講
座
（
中
宮

寺
門
跡　
法
隆
寺　
元
興
寺
）

印
度
山
日
本
寺
開
山

５０
周
年
・

菩
提
樹
学
園
創
立
４５
周
年
・
光

明
施
療
院
４０
周
年
記
念
式
典

（
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都
）

（
公
財
）全
日
本
仏
教
会
第
４３
回

理
事
会
（
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
都
ホ

テ
ル
京
都
）

（
公
財
）
国
際
仏
教
興
隆
協
会
第

１７
回
評
議
員
会
・
第
３８
回
理
事

会（
会
議
室・オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
）

第
１２
回
子
ど
も
た
ち
に
豊
か
な

地
球
を
つ
な
ぐ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

会
議
（
仏
教
伝
道
協
会
ビ
ル
）

（
公
財
）
日
本
宗
教
連
盟
評
議
員

会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
〉

第
２
回
運
営
委
員
会
（
東
京
プ

リ
ン
ス
ホ
テ
ル
）

全
佛
婦
１
３
９
号
発
行

私たちの
日々のあゆみ

2024年4月〜7月

 「
沙
羅
の
樹
」
１９
号
発
行

花
ま
つ
り
法
要
（
雑
司
ヶ
谷
鬼

子
母
神
堂
）

京
都
仏
教
会
花
ま
つ
り（
A
N
A

ク
ラ
ウ
ン
京
都
ホ
テ
ル
）

第
１
回
運
営
委
員
会
（
天
王
寺
）

１
２
９
回
文
化
講
座
（
天
王
寺
）

仏
法
興
隆
花
ま
つ
り
千
僧
法
要

（
奈
良
東
大
寺
）

監
査
会
（
事
務
局
）

第
３５
回
理
事
会
（
代
々
木
会
議

室
）

第
１２
回
総
会
（
浄
土
真
宗
本
願

寺
派
築
地
本
願
寺
）

（
公
財
）
全
国
青
少
年
教
化
協
議

会
齋
藤
昭
俊
代
表
理
事
本
葬
儀

参
列
（
栃
木
市
・
寶
蓮
寺
）

4
月

6
月

5
月

全
日
仏
婦
事
業
に
多
く
の
方
々
よ
り
ご

協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
に
運
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
今
後
と

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
６
月
20
日
現
在
）

7
月

【発行人】花岡眞理子　【編集】日比野郁皓　末廣 綾　山口偉理子 【デザイン】中野 妙（合同会社まに）

▼
賛
助
金
に
ご
協
力
の
方
々
　

曹
洞
宗　

真
言
宗
豊
山
派　

念
法
眞
教　

浄
土
真
宗
東
本
願
寺
派

天
台
宗　

日
蓮
宗　

築
地
本
願
寺　

真
言
宗
須
磨
寺
派　

真
言
宗
大
覚
寺
派　

真
宗
木
辺
派　

法
華
宗
陣
門
流　

総
本
山
知
恩
院　

青
蓮
院
門
跡　

三
千
院
門
跡　

日
光
山
輪
王
寺　

中
宮
寺
門
跡　

圓
照
寺
門
跡　

大
本
山
川
崎
大
師
平
間
寺　

高
幡
不
動
尊
金
剛
寺　

大
本
山
護
国
寺　

聖
観
音
宗
浅
草
寺

大
本
山
善
光
寺
大
本
願　

大
本
山
永
平
寺　

大
本
山
總
持
寺　

大
本
山
池
上
本
門
寺　

本
山
大
坊
本
行
寺　

孝
道
教
団　

天
王
寺　

總
持
寺　

上
品
蓮
台
寺　

妙
清
寺　

慈
眼
寺　

梅
窓
院　

回
向
院　

光
明
院　

妙
慶
院　

大
聖
院　

長
専
院　

傳
通
院　

竹
林
寺　

淨
眞
寺　

満
願
寺　

東
園
寺　

龍
光
寺　

深
大
寺　

清
岸
寺　

高
岩
寺　

妙
安
寺　
（
公
財
）
仏
教
伝
道
協
会　

（
一
財
）
京
都
仏
教
会　

静
岡
県
仏
教
会　

弁
護
士
柴
田
龍
太
郎　

（
株
）
経
営
総
合
研
究
所　

▼
ご
芳
志
を
頂
き
ま
し
た
方
々

三
佛
寺　

花
岡
眞
理
子　

本
多
端
子

米
田
陽
子　

桶
屋
良
法　

湯
浅
正
江

日
比
野
郁
皓　

大
橋
百
合
子　

本
多
昭
子　

木
田
正
子　

▼
写
経
運
動
に
ご
協
力
の
方
々

村
上
和
之　

髙
橋
節
子　

末
廣
久
美

大
橋
百
合
子　

大
橋
聡
衣　

栃
澤
元
子　

猪
瀬
三
枝
子　

浜
野
福
貴
子　

田
中
美
恵
子　

手
塚
せ
い
子　

五
月
女
恵
子　

春
山
葉
子　

折
笠
良
子　

山
岸
春
江

市
川
千
恵
子　

野
沢
喜
代
恵
　

▼
花
の
種
運
動
に
ご
協
力
の
方

小
峰
立
丸

７月 10 日（水）　　「全佛婦」１３９号発行
８月４日（日）　　比叡山宗教サミット３７周年
　　　　　　　　　「世界宗教者平和の祈りの集い」
１０月１日 ( 火 )　「沙羅の樹」２０号　
１０月３０日（水）第７１回全日本仏教婦人連盟大会
 　　　　　　　 　　会場：東京プリンスホテル「マグノリアホール」 
１２月４日（水）　　第３６回成道会の集い 
　　　　　　　　　会場：有楽町マリオン朝日ホール
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information

日　 時：令和 6 年９月２７日（金）
　　　　13 : 30 〜 15 : 30
講　師：神　仁 師
会　場：谷中天王寺
＊詳細は順次ご案内いたします

第131回文化講座

第１３０回文化講座

奈良仏教セミナー
（中宮寺門跡、法隆寺、元興寺）

6 月 13 日（ 木 ） に 32 名 の 参
加者と京都からバスにて奈良の
３ヶ寺でのセミナーが無事終了
しました。各御寺院様には大変お
世話になりありがとうございま
した。報告は沙羅の樹 20 号（10
月発行）にて掲載予定です。
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